
排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
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（
四
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三
）

排
日
移
民
法
成
立
の
背
景

│
写
真
結
婚
の
影
響
を
中
心
に

│

中　
　

村　
　
　
　
　

進

一　

は
じ
め
に

二　

排
日
移
民
法
の
成
立
と
そ
の
背
景

三　

写
真
結
婚
へ
の
批
判
と
そ
の
根
拠

四　

終
わ
り
に

一　

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
社
会
文
化
的
考
察
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
総
合
的
な
研
究
を
行
う
共
同
研
究
へ
の
参

論　

説
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加
の
誘
い
を
受
け
、
そ
の
中
で
い
わ
ゆ
る
「
排
日
移
民
法
」
に
つ
い
て
の
研
究
の
提
案
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
現
行
の
法
律
の
解
釈
や

理
論
を
扱
い
、
法
制
史
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
考
察
を
行
っ
た
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
断
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
国
境
を
越
え
た
人
、

物
、
資
本
等
の
交
流
に
基
づ
き
発
生
す
る
法
の
抵
触
に
関
す
る
諸
問
題
に
関
心
を
有
す
る
筆
者
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
日
本
人
移
民

の
入
国
を
禁
止
す
る
こ
の
法
律
の
成
立
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
興
味
の
あ
る
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
自
身
の
今
後
の
研
究
に

お
い
て
も
役
立
つ
も
の
と
考
え
、
提
案
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
共
同
研
究
の
打
合
せ
の
中
で
、
排
日
移
民
法
自
体
に
つ
い
て
は
、
既
に

多
数
の
優
れ
た
先
行
研
究
が
あ
る
（
1
）

た
め
、
特
に
い
わ
ゆ
る
「
写
真
結
婚
」
及
び
「
写
真
花
嫁
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
が
排
日
移
民
法
の

成
立
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
2
）

。

写
真
結
婚
と
は
、
見
合
い
結
婚
の
一
種
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
日
本
人
移
民
が
、
親
・
親
戚
・
知
人
等
の
世
話
に
よ
っ
て
日
本

在
住
の
日
本
人
女
性
と
見
合
写
真
を
交
換
し
、
更
に
文
通
し
た
上
で
、
本
人
ら
や
両
家
の
合
意
が
得
ら
れ
る
と
、
結
婚
が
成
立
す
る
。
合

意
後
は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の
夫
の
不
在
の
ま
ま
、
日
本
で
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
女
性
は
妻
と
し
て
夫
の
戸
籍
に
入
り
、
夫
の
家
で
数
か
月

を
過
ご
し
た
後
に
、
妻
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
住
む
夫
の
元
に
移
住
す
る
も
の
で
、
そ
の
よ
う
に
し
て
渡
っ
た
花
嫁
は
写
真
花
嫁
と
呼
ば
れ

て
い
る
（
3
）

。
写
真
結
婚
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
人
移
民
に
の
み
見
ら
れ
た
結
婚
だ
け
で
な
く
、
カ
ナ
ダ
や
南
米
諸
国
な
ど
に

渡
っ
た
日
本
人
移
民
の
中
に
も
あ
り
（
4
）

、
ま
た
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
前
半
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
へ
の

移
民
の
間
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
排
日
運
動
」
の
激
化
の
中
で
、
こ
の
日
本
人
移

民
の
写
真
結
婚
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
非
常
に
激
し
い
批
判
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
排
日
運
動
の
原
因
と
な
っ
た
日

本
人
移
民
問
題
の
最
終
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
一
九
二
四
年
「
排
日
移
民
法
（
5
）

」
の
成
立
に
、
こ
の
写
真
結
婚
が
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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写
真
結
婚
は
、
そ
れ
が
一
九
〇
八
年
の
日
米
紳
士
協
定
に
よ
る
新
規
移
民
の
禁
止
の
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ
れ
、
多
く
の
日
本
人
花
嫁

が
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
西
部
諸
州
に
入
国
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
地
域
に
お
け
る
排
日
運
動
の
中
で
、

日
本
人
を
排
斥
す
べ
き
根
拠
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
写
真
結
婚
の
形
に
よ

り
多
く
の
日
本
人
花
嫁
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
こ
と
が
排
日
移
民
法
成
立
の
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
少
な
く
と
も
「
直

接
的
な
」
原
因
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
政
府
は
、
日
米
関
係
の
悪
化
を
回
避
す
る
た
め
に
、
既
に
排
日
移
民

法
が
成
立
す
る
四
年
半
前
の
一
九
一
九
年
一
二
月
、
写
真
結
婚
の
禁
止
を
決
定
し
、
翌
二
〇
年
二
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
写
真
結
婚
や
写
真
花
嫁
の
問
題
は
、
排
日
移
民
法
の
成
立
に
全
く
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
形
で
影

響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
影
響
を
与
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
が
、
本

稿
が
論
じ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

結
論
的
に
は
、
排
日
移
民
法
の
成
立
に
写
真
結
婚
は
、
間
接
的
な
が
ら
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
を

理
解
す
る
た
め
に
、
先
ず
一
九
二
四
年
の
移
民
法
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
程
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
に
写
真
結
婚
が
移
民

法
の
成
立
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
日
本
の
外
交
文
書
や
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
記
事
（
6
）

な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

二　

排
日
移
民
法
の
成
立
と
そ
の
背
景

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
一
九
〇
〇
年
頃
に
始
ま
っ
た
日
本
人
移
民
の
排
斥
を
求
め
る
排
日
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
諸
州

に
拡
大
し
、
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
の
成
立
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
（
7
）

。
こ
の
排
日
移
民
法
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
程
と
そ
の
成
立
の

背
景
に
つ
い
て
、
写
真
結
婚
の
成
立
と
消
滅
に
つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら
概
説
し
て
み
た
い
。
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1　

排
日
移
民
法
の
成
立
過
程

ア
メ
リ
カ
に
日
本
人
の
移
民
が
渡
る
か
な
り
以
前
か
ら
、
特
に
一
八
四
八
年
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
多
く
の
中
国
人
移
民
が
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
渡
り
、
一
八
五
三
年
迄
に
、
既
に
約
二
万
五
千
人
も
の
中
国
人
移
民
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
居
住
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
一
八
八
〇
年
ま
で
に
、
そ
の
数
は
一
三
万
二
千
人
に
増
加
し
た
（
8
）

。
移
民
の
増
加
に
伴
い
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
中
国
系
移
民
を

排
斥
す
る
動
き
が
あ
っ
た
が
、
連
邦
議
会
は
一
八
六
四
年
ま
で
は
、
移
民
の
入
国
を
促
進
す
る
立
法
を
制
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
つ
い

に
一
八
八
二
年
、
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
移
民
総
合
立
法
と
い
わ
れ
る
一
八
八
二
年
法
が
連
邦
議
会
で
成
立
し
、
中
国
人
移
民
の
入
国
が
停

止
さ
れ
た
（
9
）

。

一
方
、
日
本
人
の
移
民
に
つ
い
て
は
、
一
八
六
九
年
に
最
初
の
移
民
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
の
を
嚆
矢
と
し
て
（
10
）

、
中
国
人

移
民
の
入
国
禁
止
以
降
、
低
賃
金
労
働
者
の
需
要
が
急
増
し
た
た
め
に
、
そ
の
数
を
増
加
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
中
国
系
移
民
の
扱
い
を
観
察
し
て
い
た
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
移
民
法
を
慎
重
に
遵
守

し
、
一
八
九
四
年
に
締
結
さ
れ
た
日
米
通
商
条
約
に
お
い
て
、
自
己
規
制
す
る
形
で
、
労
働
移
民
を
規
制
す
る
権
利
を
ア
メ
リ
カ
に
認
め

た
（
11
）

。
そ
の
後
、
ハ
ワ
イ
へ
の
移
民
が
急
増
し
、
一
九
〇
〇
年
に
日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
を
目
指
す
日
本
人
労
働
者
に
旅
券
の
発
給
を
停
止

し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
〇
一
年
に
一
時
的
に
移
民
数
が
激
減
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
日
本
人
労
働
者
は
ハ
ワ
イ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
を

「
玄
関
口
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
の
入
国
を
継
続
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
〇
一
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
が
日
本
人
移
民
の

入
国
を
規
制
す
る
行
動
を
と
る
よ
う
政
府
に
要
求
し
た
が
、
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（T

heodore R
oosevelt

）
大
統
領
政
権
は
、
西

太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
権
益
に
対
す
る
日
本
の
干
渉
を
恐
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
対
応
は
冷
淡
で
あ
っ
た
（
12
）

。
一
九
〇
二
年
六
月
、

ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
移
民
も
条
件
付
き
な
が
ら
も
解
禁
さ
れ
、
以
降
、
一
九
〇
六
年
ま
で
日
本
人
移
民
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
（
13
）

。

三
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と
こ
ろ
が
、
一
九
〇
五
年
に
著
名
な
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
学
童
隔
離
事
件
」
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
学
務

局
が
長
年
中
国
人
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
措
置
と
同
様
に
、
公
立
学
校
に
通
学
す
る
日
本
人
学
童
を
隔
離
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
も
の
で
、

日
米
両
政
府
を
巻
き
込
む
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
（
14
）

。
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
「
日
本
人
及
び
朝
鮮
人
排
斥
連

盟
」（Japanese and K

orean E
xclusion L

eague

）
が
誕
生
し
、
以
降
、
こ
の
団
体
が
各
地
で
大
規
模
な
集
会
を
次
々
に
開
催
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
排
日
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
（
15
）

。
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
六
年
は
、
そ
れ
ま
で
規
模
が
限
定
さ
れ
て
い
た
排
日
運
動
が
日

米
関
係
に
お
け
る
外
交
上
の
懸
案
事
項
に
浮
上
す
る
転
換
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
が
大
国
ロ
シ
ア
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、
太
平

洋
上
に
お
け
る
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
出
現
し
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
「
黄
過
」
の
勃
興
し
、
日
本
人
移
民
は
次
第
に
脅
威
と

見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
16
）

。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
日
本
人
移
民
が
増
加
し
続
け
る
。
そ
れ
は
、
日
本
は
日
露
戦

争
の
遂
行
の
た
め
、
外
国
に
対
し
て
多
額
の
負
債
を
負
い
国
家
財
政
が
破
綻
状
態
と
な
り
、
ま
た
戦
後
恐
慌
に
よ
り
国
民
の
生
活
も
困
難

に
陥
っ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
戦
争
終
結
に
よ
る
多
数
の
軍
人
・
軍
用
人
夫
達
の
引
き
上
げ
が
失
業
者
の
増
大
に
拍
車
を
か
け

た
と
こ
ろ
に
、
移
民
会
社
の
宣
伝
な
ど
も
あ
っ
て
、
引
揚
げ
た
軍
人
・
軍
用
人
夫
の
多
く
が
移
民
と
し
て
ハ
ワ
イ
・
北
米
各
地
へ
渡
航
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
沿
岸
諸
州
や
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
排
日
運
動
が
激
化
し
た
（
17
）

。

学
童
隔
離
の
決
議
が
撤
回
さ
れ
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
排
日
運
動
が
よ
り
一
層
高
ま
り
、
次
々
と
排
日
法
案
が
州
議
会
に
提
出
さ

れ
た
。
連
邦
政
府
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
は
採
決
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
日
米
両
政
府
は
日
本
人
移
民
の
問
題
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
一
九
〇
八
年
に
日
米
紳
士
協
定
が
成
立
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
日
本
人
移
民
数
を

毎
年
五
〇
〇
名
に
制
限
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
た
め
、
一
九
〇
九
年
以
降
、
日
本
人
移
民
の
数
は
激
減
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
協
定
で
は
、

再
渡
航
者
・
在
米
移
民
の
家
族
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
渡
航
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
写
真
結
婚
」
に
よ

三
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り
「
妻
」
と
し
て
日
本
人
移
民
が
渡
る
こ
と
に
な
る
（
18
）

。

一
九
一
三
年
、
そ
れ
ま
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
に
何
度
か
提
案
さ
れ
な
が
ら
も
連
邦
政
府
の
圧
力
に
よ
り
成
立
し
な
か
っ
た
外
国

人
の
土
地
所
有
を
制
限
す
る
法
案
が
州
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
外
国
人
土
地
法
（C

alifornia A
lien L

and L
aw

）
は
、
第
一
次
排
日

土
地
法
と
も
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
移
民
が
白
人
労
働
者
と
の
対
立
を
避
け
、
地
方
に
移
住
し
、
農
地
を
購
入
し
て
小
規
模
農
家

と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
に
よ
り
移
民
法
を
制
定
す
る
権
限
を
有
し
な
か
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

が
考
え
出
し
た
事
実
上
の
移
民
制
限
立
法
で
あ
っ
た
（
19
）

。
こ
の
法
に
よ
り
帰
化
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
日
本
人
は
土
地
所
有
及
び
三
年
以

上
の
借
地
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
法
が
成
立
す
る
少
し
前
に
日
本
政
府
は
、
そ
の
成
立
を
阻
止
す
る
た
め
の
最
終
的
な
妥
協
策
と

し
て
、
日
本
政
府
に
よ
る
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
行
停
止
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
提
議
し
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
提
言
が
あ
れ

ば
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
珍
田
州
米
大
使
を
通
じ
て
ブ
ラ
イ
ア
ン
（W

illiam
 Jennings B

ryan

）

国
務
長
官
に
対
し
、
排
日
運
動
を
収
束
す
る
た
め
の
一
方
法
と
し
て
日
本
が
自
ら
写
真
結
婚
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
考

慮
に
値
す
る
旨
の
返
答
が
あ
る
の
み
で
、
こ
の
提
案
が
実
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
20
）

。

第
一
次
世
界
大
戦
期
間
中
は
一
時
的
に
緩
和
の
傾
向
に
あ
っ
た
排
日
移
民
運
動
が
、
そ
の
終
了
後
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と

す
る
太
平
洋
沿
岸
諸
州
に
お
い
て
再
び
激
化
し
た
。
先
ず
一
九
一
七
年
、
連
邦
議
会
は
移
民
の
制
限
政
策
の
強
化
を
図
り
、
移
民
法
の
総

合
的
改
正
法
を
制
定
し
た
。
こ
の
立
法
の
特
徴
は
、
文
盲
テ
ス
ト
の
導
入
と
東
洋
人
を
締
め
出
す
こ
と
を
意
図
し
た
ア
ジ
ア
人
禁
止
地
帯

の
創
設
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
に
つ
い
て
は
、
日
米
紳
士
協
定
に
よ
り
措
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
例
外
扱
い
と
な
っ
た
（
21
）

。
そ
の
よ

う
な
中
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
翌
年
に
連
邦
議
会
議
員
選
出
の
た
め
の
州
選
挙
を
控
え
て
い
た
一
九
一
九
年
、
再
選
を
目

指
し
て
い
た
フ
ィ
ー
ラ
ン
（Jam

es D
. P
helan

）
民
主
党
連
邦
上
院
議
員
や
連
邦
下
院
議
員
の
共
和
党
候
補
と
し
て
出
馬
し
て
い
た
イ
ン

三
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排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
六
九
）

マ
ン
（J. M

. Inm
an

）
州
上
院
議
員
ら
が
、
日
本
人
移
民
の
排
斥
を
州
民
に
訴
え
る
こ
と
が
、
選
挙
に
勝
利
す
る
た
め
の
最
も
効
果
的
な

方
法
と
考
え
、
日
米
紳
士
協
定
の
廃
止
、
排
日
移
民
法
の
成
立
、
新
た
な
排
日
土
地
法
の
成
立
な
ど
を
州
民
に
訴
え
る
選
挙
運
動
を
展
開

し
た
（
22
）

。
そ
う
し
た
動
き
に
危
機
感
を
覚
え
た
日
本
政
府
は
、
ラ
ン
シ
ン
グ
（R

obert L
ansing

）
国
務
長
官
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
、
幣
原

駐
米
大
使
を
通
じ
て
、
一
九
一
九
年
一
二
月
、
写
真
花
嫁
に
対
す
る
旅
券
発
行
の
停
止
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
通
告
し
、
翌
年
二
月
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
23
）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
米
紳
士
協
定
の
油
断
な
ら
な
い
抜
け
道
で
あ
る
と
か
、
花
嫁
は
多
産
で
多
数
の
日
系
ア

メ
リ
カ
国
民
を
産
出
し
た
な
ど
と
批
判
さ
れ
て
き
た
日
本
人
移
民
の
写
真
結
婚
が
終
わ
り
を
向
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し

た
日
本
側
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
、
通
称
第
二
次
排
日
土
地
法
と
呼
ば
れ
る
新
た
な

外
国
人
土
地
法
（C

alifornia A
lien A

ct of 1920

）
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
（
24
）

。

一
九
二
一
年
、
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
大
量
の
難
民
の
流
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
国
勢
調
査
に
基
づ
い
て
一

定
率
の
移
民
の
入
国
枠
を
各
国
に
割
当
て
る
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
移
民
割
当
法
で
あ
る
新
移
民
法
（Im

m
igration A

ct of 1921

）
が
連
邦

議
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
、
入
国
者
に
「
数
的
制
限
」
が
加
え
ら
れ
た
（
25
）

。
こ
の
法
律
は
、
一
九
二
四
年
六
月
に
失
効
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
た
め
、
一
九
二
三
年
か
ら
様
々
な
移
民
法
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
下
院
に
お
い
て
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
選
出
の

ジ
ョ
ン
ソ
ン
（A

lbert Johnson

）
民
主
党
議
員
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
レ
イ
カ
ー
（John E

. R
aker

）
民
主
党
議
員
ら
の
太
平
洋

岸
諸
州
選
出
の
議
員
ら
が
積
極
的
に
排
日
を
意
図
し
た
規
定
を
含
ん
だ
法
案
が
提
出
さ
れ
、
一
九
二
四
年
四
月
一
二
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
案

に
基
づ
い
た
移
民
法
が
下
院
に
お
い
て
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
同
法
案
に
は
、
帰
化
資
格
の
な
い
移
民
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
排
斥
さ

れ
る
と
し
、
黄
色
人
種
は
こ
の
帰
化
資
格
の
な
い
移
民
と
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
移
民
法
に
お
い
て
ま
だ
排
斥
さ
れ
て
な
い

黄
色
人
種
は
、
日
本
人
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
排
日
移
民
法
案
と
通
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
上
院
に
お
い
て
は
、
同
月
一
六
日
、

三
八
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
七
〇
）

共
和
党
議
員
リ
ー
ド
（D

avid A
. R
eed

）
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
法
案
と
同
様
な
排
日
条
項
を
含
む
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
双
方
の
法
案
の
内
容
を
統
一
す
る
た
め
の
両
院
議
会
が
開
催
さ
れ
、
五
月
一
五
日
の
両
院
に
お
け
る
投
票
で
排
日
条
項
を
含
む

移
民
法
案
が
決
定
し
た
。
同
法
案
は
、
同
月
二
六
日
の
ク
ー
リ
ッ
ジ
（C
alvin C

oolidge

）
大
統
領
の
署
名
を
経
て
、
七
月
一
日
よ
り
施
行

さ
れ
た
（
26
）

。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
は
成
立
し
た
が
、
写
真
結
婚
が
ど
の
よ
う
な
形
で
同
法
の
成
立
に
影
響
を
与
え

た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
次
に
、
同
法
を
成
立
さ
せ
る
に
至
っ
た
直
接
的
な
原
因
と
成
立
の
背
景
に
あ
っ
た
排
日
運
動
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
い
。

2　

排
日
移
民
法
成
立
の
原
因
と
そ
の
背
景
と
し
て
の
排
日
運
動

（
1
）
排
日
移
民
法
成
立
の
原
因

最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
写
真
結
婚
が
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
の
成
立
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
既
に
排
日
移
民
法
成
立
が
成
立
す
る
四
年
半
前
に
、
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
に
写
真
花
嫁
に
対
し
旅
券
発
給
を
停
止
す
る
こ
と
を

正
式
に
伝
え
て
お
り
、
排
日
移
民
法
案
が
審
議
さ
れ
る
時
点
で
は
、
写
真
結
婚
で
入
国
す
る
日
本
人
移
民
の
花
嫁
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
や
背
景
が
あ
り
排
日
移
民
法
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
通
説
的
な
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
の

成
立
の
直
接
的
な
原
因
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

排
日
移
民
法
の
成
立
の
原
因
に
つ
い
て
、
下
院
に
お
い
て
は
、
移
民
帰
化
委
員
会
（H

ouse Im
m
igration and N

ationalization 

C
om
m
ittee

）
の
委
員
に
強
硬
な
排
日
論
者
が
多
く
、
ま
た
議
会
内
に
も
排
日
を
訴
え
る
太
平
洋
沿
岸
諸
州
選
出
の
議
員
に
同
調
す
る
議

員
が
多
か
っ
た
た
め
、
圧
倒
的
多
数
で
排
日
移
民
法
は
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
際
関
係
に
機
敏
で
あ
る
議
員
の
多
か
っ
た
上
院
で
は
、
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排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
七
一
）

排
日
を
積
極
的
に
訴
え
る
議
員
が
比
較
的
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
上
院
の
移
民
法
の
立
案
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
移
民
委
員
会

（S
enate C

om
m
ittee on Im

m
igration

）
の
構
成
員
の
中
に
西
部
・
南
部
諸
州
か
ら
の
委
員
が
少
な
く
、
日
本
人
移
民
の
排
斥
を
強
硬
に
主

張
す
る
委
員
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
共
和
党
議
員
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（H
iram
 W
. Jonson

）
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
、
排

日
移
民
法
は
可
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
下
院
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（A

. Jonson

）
法
案
が
提
出
さ
れ
た
後
の
一
九
二
四

年
三
月
二
七
日
、
ヒ
ュ
ー
ズ
（C

harles E
vans H

ughes

）
国
務
長
官
か
ら
、
①
日
米
紳
士
協
定
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
、
②
協
定
成
立
後

日
本
人
移
民
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
と
批
判
が
あ
る
と
の
意
見
を
聞
い
た
日
本
の
埴
原
駐
米
大
使
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
と
の
協
議

の
上
、
そ
の
誤
解
を
解
く
た
め
の
書
簡
（
埴
原
書
簡
）
を
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
宛
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
27
）

。
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
に

届
い
た
「
埴
原
書
簡
」
が
会
議
に
示
さ
れ
る
と
、
そ
の
書
簡
の
末
尾
に
書
か
れ
て
い
た
「
重
大
な
る
結
果
」（grave consequences

）
と
い

う
字
句
を
、
上
院
の
ロ
ッ
ジ
（H

enry C
abot L

odge

）
外
交
委
員
長
が
取
り
上
げ
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
戦
争
を
示
唆
す
る
「
覆
面
の
威

嚇
」（veiled threat

）
で
あ
る
と
訴
え
る
と
上
院
の
雰
囲
気
が
一
変
し
、
排
日
移
民
法
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
が
、
通
説
的
な

見
解
で
あ
る
（
28
）

。
し
か
し
、
こ
の
埴
原
書
簡
は
、
排
日
移
民
法
の
採
択
へ
の
決
定
的
な
契
機
で
は
あ
っ
た
が
、
唯
一
の
成
立
の
原
因
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
他
の
原
因
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
排
日
移
民
法
に
反
対
し
て
い
た
南
部
諸
州
選
出
議
員
ら
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
共

和
党
議
員
シ
ョ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（S

am
uel M

. S
hortridge

）
と
の
政
治
的
な
取
引
を
行
い
、
賛
成
派
に
回
っ
た
こ
と
、
ロ
ッ
ジ
上
院
議
員
が

個
人
的
に
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
29
）

。

そ
こ
で
次
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
し
た
太
平
洋
沿
岸
諸
州
に
お
け
る
排
日
運
動
が
排
日
移
民
法
の
上
下
両
院
で
の
採
択
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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（
2
）
成
立
の
背
景
に
あ
っ
た
排
日
運
動

排
日
移
民
法
を
成
立
せ
し
め
た
排
日
運
動
が
生
ま
れ
た
原
因
は
様
々
あ
る
が
、
写
真
結
婚
に
つ
い
て
の
批
判
は
後
に
述
べ
る
と
し
て
、

そ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
主
に
以
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
、
一
九
〇
八
年
の
日
米
紳
士
協
定
以
後
の
日
本
人
移
民
の
数
が
な
か
な
か
減
少
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
確
か
に
同
協
定
に
よ
り
日
本
人
移
民
は
毎
年
五
〇
〇
人
に
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
先
に
移
住
し
て
い
た
移
民
の
自
然
増
加
に
よ
り
数

が
増
え
た
こ
と
や
、
日
本
人
移
民
が
同
一
地
域
に
集
中
し
て
生
活
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
数
が
実
際
よ
り
も
何
倍
も
多
く
感
じ
ら
れ
た

た
め
で
も
あ
っ
た
（
30
）

。
ア
メ
リ
カ
本
土
に
お
け
る
日
本
人
移
民
の
数
は
、
一
九
〇
〇
年
に
は
二
四
、三
三
六
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年

に
は
七
二
、一
七
五
人
に
、
一
九
二
〇
年
に
は
一
一
一
、〇
一
〇
人
に
、
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年
の
一
〇
年
間
に
約
五
四
％
も
増
加

し
て
い
た
の
で
あ
る
（
31
）

。
更
に
、
一
九
一
九
年
一
二
月
に
日
本
政
府
に
よ
る
写
真
花
嫁
に
対
す
る
旅
券
の
発
給
停
止
が
決
定
さ
れ
て
以
降

も
、
日
本
人
移
民
が
な
か
な
か
減
少
し
な
か
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
給
停
止
の
措
置
は
、
確
か
に
、
在
米

の
日
本
人
社
会
に
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
（
32
）

。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
お
け
る
日
本
人
移
民
数
の
推
移
は
、
一
九
一
九
年

六
、二
七
三
人
、
一
九
二
〇
年
五
、九
五
九
人
、
一
九
二
一
年
四
、三
二
一
人
、
一
九
二
二
年
三
、五
五
八
人
、
一
九
二
三
年
二
、六
一
七
人
、

一
九
二
四
年
四
、〇
六
四
人
で
あ
り
、
多
少
の
減
少
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
大
幅
な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
33
）

。
日
本
人
移
民

が
減
少
し
な
い
原
因
と
し
て
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
は
、
①
日
米
紳
士
協
定
上
、
ア
メ
リ
カ
在
住
者
は
、
兄
弟
姉
妹
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
親
ま
た
は
子
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
先
ず
親
を
呼
び
寄
せ
、
次
に
そ
の
親
が
子
で
あ
る
兄
弟
姉
妹
を
呼
び
寄

せ
て
い
る
、
②
妻
の
渡
航
が
増
加
し
て
い
る
、
③
養
子
と
し
て
入
国
し
て
い
る
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
34
）

。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
お
け
る
排
日
派
の
頭
目
に
し
て
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ビ
ー
（S

acram
en

t B
ee

）
の
主
幹
で
あ
る
ミ
ク
ラ
ッ
チ
ー
（V

alentine S
. 

三
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排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
七
三
）

M
cC
latchy

）
は
、
下
院
の
移
民
委
員
会
で
写
真
結
婚
に
代
わ
っ
て
、
観
光
花
嫁
（excursion bride

）
が
盛
ん
に
入
国
し
つ
つ
あ
る
と
論
じ

て
い
た
（
35
）

。
と
こ
ろ
が
、
排
日
移
民
成
立
後
に
つ
い
て
み
る
と
、
確
か
に
、
一
九
二
五
年
二
八
九
人
、
一
九
二
六
年
三
四
四
人
と
激
減
し
、

そ
の
後
も
一
、〇
〇
〇
人
以
下
の
時
期
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
排
日
論
者
ら
は
、
日
本
人
移
民
数
に
つ
い
て

述
べ
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
統
計
を
用
い
ず
、
そ
の
数
の
中
に
日
本
人
旅
行
客
、
商
人
、
学
生
な
ど
を
加
え
、
ま
た
再
渡

航
者
を
新
渡
航
者
と
し
て
算
入
す
る
な
ど
し
て
、
著
し
い
数
の
日
本
人
移
民
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
流
入
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
説
い

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
36
）

。
ま
た
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
を
国
別
に
み
て
も
、
日
本
人
移
民
は
確
か
に
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
集
中
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
全
体
で
み
る
と
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
二
〇
年
の
間
の
移
民
数
は
、
イ
タ
リ
ア
人

四
、一
七
〇
、三
六
二
人
、
ロ
シ
ア
人
三
、二
七
六
、三
六
三
人
、
ド
イ
ツ
人
三
、一
六
一
、七
四
七
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
二
、四
九
四
、二
九
六
人

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
移
民
が
圧
倒
的
に
多
く
、
日
本
人
は
二
四
一
、九
九
五
人
で
あ
り
、
中
国
人
の
二
四
一
、五
九
四
人
と
並
ん

で
極
端
に
多
い
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
37
）

。

移
民
数
の
増
加
と
と
も
に
日
本
人
移
民
に
よ
る
農
地
所
有
の
増
加
に
つ
い
て
も
、
排
日
論
者
か
ら
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
日
本
人
の
農
地
保
有
面
積
の
変
動
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
次
排
日
土
地
法
の
成
立
以
降
、
一
九
一
三
年
に
所

有
地
二
六
、七
〇
七
エ
ー
カ
ー
、
借
地
一
五
五
、四
八
八
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
一
八
年
に
は
所
有
地
三
〇
、三
〇
五
エ
ー

カ
ー
、
借
地
三
三
六
、七
二
一
エ
ー
カ
ー
に
、
ま
た
一
九
二
〇
年
に
は
、
所
有
地
七
四
、七
六
九
エ
ー
カ
ー
へ
と
増
加
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

第
二
次
排
日
土
地
法
の
成
立
後
の
一
九
二
二
年
に
は
、
所
有
地
が
五
〇
、五
四
二
エ
ー
カ
ー
へ
と
減
少
し
て
い
る
（
38
）

。
こ
の
よ
う
に
第
一
次

土
地
法
成
立
後
に
日
本
人
の
土
地
所
有
が
減
少
し
て
い
な
い
根
拠
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
外
国
人
の
土
地
所

有
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
児
童
の
名
を
用
い
た
り
、
会
社
に
加
入
し
て
土
地
を
買
い
入
れ
た
り
、
或
い

三
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は
こ
れ
を
租
借
し
て
自
ら
耕
作
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
第
二
次
土
地
法
の
成
立
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
39
）

。
し
か
し
、
日

本
人
の
所
有
地
借
地
を
併
せ
て
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
全
農
耕
地
の
六
〇
分
の
一
、
開
拓
地
の
二
五
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
白
人

農
業
経
営
者
が
雇
用
す
る
東
洋
人
労
働
者
よ
り
も
、
遥
か
に
多
数
の
白
人
労
働
者
が
東
洋
人
経
営
者
に
雇
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に

日
本
人
は
、
従
来
の
秣
、
穀
類
、
果
実
だ
け
で
は
な
く
、
野
菜
、
イ
チ
ゴ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
新
た
な
労
働
集
約
的
な
農
産
品
を
生
産
す
る

こ
と
で
、
一
九
一
九
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
日
本
人
側
の
農
産
総
額
は
、
全
州
の
五
億
七
八
一
万
一
八
八
一
ド
ル
の
う
ち
の

六
七
一
四
万
五
七
三
〇
ド
ル
を
占
め
る
な
ど
、
州
農
産
業
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
40
）

。

排
日
論
者
ら
に
よ
る
そ
の
他
の
主
張
と
し
て
、
日
本
人
移
民
は
低
賃
金
に
甘
ん
じ
長
時
間
労
働
を
厭
わ
な
い
た
め
、
仕
事
の
標
準
お
よ

び
生
活
程
度
を
下
落
さ
せ
白
人
労
働
者
を
駆
逐
す
る
と
か
、
労
働
者
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
企
業
家
と
な
り
、
白
人
の
事
業
分
野
を
侵
す
、

或
い
は
利
益
を
母
国
に
送
り
ア
メ
リ
カ
社
会
に
還
元
し
な
い
と
か
、
日
本
人
を
雇
用
し
て
日
本
の
品
の
み
を
使
用
し
ア
メ
リ
カ
人
ら
に
労

働
商
売
の
機
会
を
提
供
し
な
い
な
ど
党
派
的
傾
向
が
強
い
と
い
っ
た
経
済
的
根
拠
か
ら
の
批
判
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
の
契
約
観
念
、

男
女
間
道
徳
観
念
、
金
銭
観
念
等
に
対
す
る
道
徳
的
理
由
に
基
づ
く
批
判
も
な
さ
れ
て
い
た
。
更
に
、
社
会
的
人
種
的
理
由
と
し
て
、
文

明
、
風
俗
、
習
慣
が
全
く
異
な
り
相
互
理
解
は
不
可
能
で
、
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
に
同
化
で
き
な
い
と
の
批
判
も
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
41
）

。
こ
れ
ら
の
排
日
論
者
ら
の
主
張
に
対
し
て
は
、
日
本
人
移
民
の
側
も
深
い
関
心
を
持
ち
、
排
日
運
動
の
拡
が
り
に
対
抗
す
る
た
め

に
も
、
ア
メ
リ
カ
的
生
活
水
準
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
白
人
と
対
等
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
（
42
）

。

し
か
し
、
排
日
移
民
論
者
ら
の
主
張
の
多
く
は
、
排
日
の
た
め
の
口
実
で
あ
っ
て
、
真
の
理
由
は
白
人
ら
の
胸
中
に
潜
む
人
種
的
反
感
か

ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
日
本
人
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
最
も
積
極
的
に
ア
メ
リ
カ
化
を
進
め
る
外
国
人
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も

あ
る
（
43
）

。

三
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排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
七
五
）

そ
の
他
に
、
排
日
運
動
の
拡
大
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
日
露
戦
争
後
に
お
い
て
日
本
が
勝
利
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に

日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
権
益
を
脅
か
す
の
で
は
と
の
疑
念
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（K

aiser 

W
illhelm

 Ⅱ
）
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
黄
色
人
種
の
勃
興
の
脅
威
を
説
い
た
「
黄
禍
論
」（yellow

 peril

）
が
ア
メ
リ
カ
で
流
布
し
始
め
た

こ
と
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
（
44
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
排
日
運
動
の
最
大
の
推
進
力
と
な
っ
た
も
の
は
、
排
日
論
者
ら
が
選

挙
に
お
い
て
勝
利
す
る
た
め
に
意
図
的
に
「
排
日
」
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
取
り
上
げ
た
点
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。

一
九
〇
〇
年
以
降
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
組
合
が
結
成
さ
れ
始
め
、
そ
の
代
表
者
ら
が
組
合
労
働
党
を
結
成
し
、
市
の
総
選

挙
に
お
い
て
勝
利
し
、
市
の
行
政
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
積
極
的
に
日
本
人
の
排
斥
を
呼
び
掛
け
、
日
本
人
学
童
の

隔
離
の
要
求
を
市
学
務
局
に
認
め
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
排
日
運
動
を
統
率
す
る
勢
力
が
未
だ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
長

続
き
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
45
）

。
一
九
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
の
際
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
民
主
党
は
、
初
め
て
日
本
人
移
民
を

政
治
的
に
利
用
し
た
が
、
共
和
党
が
圧
勝
し
、
組
合
労
働
党
も
政
権
か
ら
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
の
州
選
挙
で
、

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
白
く
保
と
う
（K

eep C
alifornia W

hite!

）」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
用
い
て
選
挙
運
動
を
繰
り
広
げ
た
民
主
党
が
、

州
上
下
院
に
お
い
て
大
幅
に
躍
進
し
、
総
議
席
数
の
四
四
％
を
獲
得
し
た
。
一
方
の
共
和
党
は
、
過
半
数
を
維
持
し
た
も
の
の
、
連
邦
政

府
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
ジ
レ
ッ
ト
（Jam

es N
. G
illett

）
前
知
事
が
敗
れ
、
排
日
的
な
傾
向
の
強
い
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
共
和
党

革
新
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（H

iram
 W
. Johnson

）
が
知
事
と
な
っ
た
。
こ
の
一
九
一
〇
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
挙

の
結
果
は
、
そ
の
後
の
排
日
運
動
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
人
移
民
の
排
斥
を
掲
げ
た
民
主
党
が
善
戦
し
、
逆
に
そ

れ
を
政
治
的
に
利
用
し
な
か
っ
た
共
和
党
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
を
体
験
し
た
同
州
の
民
主
・
共
和
党
の
両
政
党
は
、
そ
れ
以
降
の

選
挙
に
お
い
て
「
排
日
」
を
、
票
を
獲
得
す
る
上
で
の
重
要
な
政
治
的
要
素
と
し
て
認
識
し
、
利
用
し
た
た
め
、
選
挙
の
度
に
プ
ロ
パ
ガ
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ン
ダ
と
し
て
「
排
日
」
が
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
46
）

。

一
九
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodrow
 W
ilson

）
が
共
和
党
の
タ
フ
ト
前
大
統
領
を
破
り
民
主
党
政
権
を

復
活
さ
せ
た
が
、
新
大
統
領
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
、
共
和
党
と
は
異
な
り
州
権
を
尊
重
す
る
こ
と
、

日
本
人
移
民
の
排
斥
に
賛
同
す
る
こ
と
を
州
民
に
訴
え
て
い
た
（
47
）

。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
た
一
九
一
四
年
八
月
以
降
は
、
日
本

と
ア
メ
リ
カ
は
同
盟
国
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
米
で
反
日
感
情
が
一
時
的
に
薄
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
も
目
立
っ
た
反
日
運
動

は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
大
戦
後
に
新
体
制
を
形
成
す
る
中
で
、
そ
れ
ま
で
友
好
な
関
係
に
あ
っ
た
日
米
に
次
第
に
対
立
が
表

面
化
し
始
め
た
一
九
一
九
年
春
以
降
に
な
る
と
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
排
日
熱
が
再
び
高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
政
治
的
に
利
用
す

る
こ
と
を
考
え
、
排
日
の
急
先
鋒
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
翌
年
に
選
挙
を
控
え
て
い
た
次
期
大
統
領
の
候
補
者
で
あ
っ
た
共
和
党
の
Ｈ
．

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
再
選
を
望
ん
で
い
た
フ
ィ
ー
ラ
ン
連
邦
上
院
議
員
、
連
邦
下
院
議
員
の
席
を
狙
っ
て
い
た
イ
ン
マ
ン
及
び
現
知
事
の
後
任

を
目
論
ん
で
い
た
チ
ェ
ン
バ
ー
（John. S

. C
ham
bers

）
州
会
計
官
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
排
日
立
法
に
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選

挙
に
お
け
る
政
治
的
資
本
を
作
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
48
）

。
そ
の
政
治
的
野
心
の
実
現
の
た
め
、
既
に
経
験
か
ら
「
排
日
」
を
訴

え
る
こ
と
に
大
き
な
集
票
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
彼
ら
は
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
排
日
を
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

日
本
や
日
本
人
に
つ
い
て
充
分
な
知
識
が
な
か
っ
た
州
民
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
様
々
な
排
日
法
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
西
部
諸
州
選
出
の
上
下
院
議
員
や
知
事
に
呼
び
か
け
て
排
日
連
盟
組
織
の
設
立
を
呼
び
掛

け
る
な
ど
州
外
に
も
及
ん
で
い
た
（
49
）

。
排
日
を
訴
え
る
政
治
家
た
ち
は
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
排
日
運
動
勢
力
の
中
心
的
存
在
で

あ
っ
た
「
輝
か
し
き
西
部
の
息
子
た
ち
」
な
ど
の
排
日
を
標
榜
す
る
圧
力
団
体
に
も
属
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
政
治
的
な
影
響
力
を
加
え

て
い
た
。
そ
う
し
た
排
日
運
動
勢
力
の
活
動
は
、
一
九
一
九
年
一
二
月
に
日
本
政
府
か
ら
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
給
停
止
が
ア
メ
リ
カ

三
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政
府
に
伝
え
ら
れ
て
以
降
、
写
真
結
婚
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
止
め
た
も
の
の
、
排
日
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
州
民
に
訴
え
続
け
、

第
二
次
排
日
土
地
法
な
ど
の
排
日
法
を
成
立
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
政
治
家
た
ち
は
、
自
ら
の
政
治
的
野
心
の
た
め
に
、
州
民
か
ら
人
気
の
あ
っ
た
排
日
を
選
挙
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
選
び
、
様
々
な
圧
力
団
体
通
じ
て
政
治
力
や
ハ
ー
ス
ト
系
新
聞
を
利
用
し
た
誇
張
的
な
報
道
を
駆
使
し
て
排
日
論
を
展
開
し

た
（
50
）

。
一
九
二
〇
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
第
二
次
排
日
土
地
法
が
成
立
以
降
は
、
彼
ら
は
、
そ
の
舞
台
を
連
邦
議
会
に
移
し
、

一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
の
成
立
ま
で
排
日
運
動
の
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
そ
も
そ
も
排
日

論
者
ら
が
声
高
に
批
判
を
浴
び
せ
続
け
た
写
真
結
婚
や
写
真
花
嫁
に
つ
い
て
も
、
批
判
に
足
る
に
十
分
な
根
拠
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

三　

写
真
結
婚
へ
の
批
判
と
そ
の
根
拠

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
写
真
結
婚
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
間
で
写
真
を
交
換
し
行
わ
れ
た
事
実
上
の
見
合
い
結
婚
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
八
年
に
成
立
し
た
日
米
紳
士
協
定
に
よ
り
日
本
人
か
ら
の
移
民
が
年
間
五
〇
〇
人
に
制
限
さ
れ
た
も
の
の
、
再
渡
航
者
と
移
民
の

家
族
に
つ
い
て
は
入
国
が
容
認
さ
れ
た
た
め
に
、
一
九
二
〇
年
二
月
の
旅
券
発
給
が
停
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
抜
け
道
と
し
て
盛
ん

に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
人
移
民
が
、
例
え
ば
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
よ
り
入
国
す
る
と
き
は
、
沖
合
に
あ
る
エ
ン
ゼ
ル
島
で
「
目
の
検
査
」
と
「
移
民
官

の
審
問
」
を
受
け
た
後
に
上
陸
を
許
さ
れ
る
が
、
写
真
花
嫁
の
場
合
に
は
、
更
に
呼
び
寄
せ
た
夫
も
身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
移
民
官
の

元
に
出
頭
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
上
陸
の
許
可
を
得
る
と
、
日
本
人
会
よ
り
派
遣
さ
れ
た
書
記
の
案
内
に
よ
り
夫
婦
は
サ
ン
フ
ラ

三
九
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ン
シ
ス
コ
郡
役
所
に
連
れ
て
行
か
れ
、
結
婚
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
発
給
を
受
け
た
後
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
会
に
赴
き
結
婚
式
を
挙
げ
て
初

め
て
自
由
の
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
51
）

。
ま
た
花
婿
に
は
、
最
終
的
に
妻
を
養
う
能
力
が
あ
る
と
す
る
日
本
領
事
館
が
発
行
し
た
証
明
書
を

呈
示
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
（
52
）

。
こ
の
よ
う
に
既
に
日
本
で
結
婚
式
を
終
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
え
て
ア
メ
リ
カ
の

教
会
に
お
い
て
挙
式
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
式
の
婚
姻
の
適
法
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
は
効

果
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
53
）

。
そ
れ
で
も
写
真
結
婚
の
有
効
性
に
関
し
て
疑
念
が
も
た
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
の
ア
メ
リ
カ

移
民
法
が
改
正
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
移
民
に
対
し
文
盲
テ
ス
ト
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
テ
ス
ト
を
日
本
人
の
写

真
花
嫁
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
、
写
真
結
婚
は
ア
メ
リ
カ
法
の
観
念
か
ら
正
当

な
婚
姻
と
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
の
主
張
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
政
府
は
、
日
本
に
お
け
る
法
律
慣
習
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
、
婚
姻
の
成
立
時
は
書
面
ま
た
は
口
頭
に
よ
る
戸
籍
吏
へ
の
届
出
時
で
あ
る
こ
と
、
宗
教
上
ま
た
は
社
会
上
の
儀
式
は
法
律
上
の
成
立

に
何
ら
の
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
、
旅
券
や
戸
籍
に
明
ら
か
に
妻
と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
元
来
婚
姻
の
成
立
要
件
等
に
関
し
て

は
一
般
に
各
国
国
内
法
の
規
定
に
従
う
べ
き
で
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
公
序
に
反
す
る
等
の
重
大
な
理
由
が
な
い
場
合
に
は
日
本
法
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
日
本
法
に
よ
れ
ば
適
法
に
成
立
す
る
婚
姻
を
容
認
し
な
い
場
合
に
は
、
重
大
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と

を
説
明
し
て
、
漸
く
ア
メ
リ
カ
政
府
当
局
の
理
解
を
得
て
い
た
（
54
）

。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
後
に
再
度
そ
の
疑
念
に
つ
い
て
ア
メ

リ
カ
側
が
暗
に
日
本
側
に
伝
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
政
府
が
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
給
停
止
処
置
を
決
定
す
る
直
前
の
一
九
一
九
年
一
一
月
二
〇
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け

る
排
日
運
動
が
拡
大
す
る
中
で
、
ラ
ン
シ
ン
グ
（R

obert L
ansing

）
国
務
長
官
は
、
駐
米
日
本
大
使
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
が
写
真
結
婚
を

違
法
な
も
の
と
し
て
扱
う
方
法
や
立
法
措
置
に
よ
り
禁
止
す
る
方
法
は
日
米
間
に
軋
轢
を
生
じ
る
た
め
、
日
本
が
自
ら
禁
止
す
る
方
法
を

三
九
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採
る
よ
う
非
公
式
に
助
言
し
た
こ
と
を
、
モ
ー
リ
ス
（R

oland S
. M
orris

）
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
へ
の
電
文
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
助
言
が
顧
慮
さ
れ
て
、
一
二
月
一
三
日
ま
で
に
幣
原
駐
米
大
使
が
日
本
政
府
の
了
解
を
受
け
て
、
ラ
ン
シ
ン
グ
国
務
長
官
に
対
し

「
日
本
政
府
は
、
日
米
間
の
友
好
関
係
の
促
進
を
最
も
重
要
と
位
置
づ
け
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
『
写
真
花
嫁
』
に
よ
っ
て
作

り
出
さ
れ
た
難
局
を
慎
重
に
検
討
し
、
そ
の
よ
う
な
花
嫁
が
合
衆
国
へ
の
入
国
の
手
続
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
決
定
し
た
」
と
伝
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
55
）

。
し
か
し
、
排
日
論
者
た
ち
が
写
真
結
婚
に
関
す
る
批
判
の
根
拠
と
し
て
示
し

た
も
の
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
法
的
な
有
効
性
に
関
し
て
疑
念
を
述
べ
る
主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
排

日
論
者
た
ち
の
主
張
が
本
質
的
に
人
種
差
別
的
な
偏
見
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
理
性
的
・
合
理
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で

も
あ
る
。
で
は
次
に
、
そ
の
よ
う
な
排
日
論
者
た
ち
が
挙
げ
た
写
真
結
婚
や
写
真
花
嫁
に
対
す
る
批
判
の
根
拠
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。写

真
結
婚
に
対
す
る
批
判
で
最
も
強
か
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
を
排
日
論
者
た
ち
が
「
キ
リ
ス
ト
の
制
度
と
は
異
な
る
、
教
養
の
低
い
異

教
徒
の
制
度
で
あ
る
」
と
見
な
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
は
、
結
婚
は
愛
を
基
礎
に
対
面

で
交
わ
さ
れ
た
誓
約
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
、
ア
メ
リ
カ
の
結
婚
の
理
想
に
反
す
る
と
批
判
し
た
（
56
）

。
排
日
論
者
た
ち

は
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
最
も
奇
異
に
映
っ
た
日
本
人
移
民
の
写
真
結
婚
を
特
に
選
ん
で
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
対
し
て
猛
烈
な

批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
人
が
受
け
る
印
象
を
効
果
的
に
排
日
運
動
に
利
用
す
る
た
め
に
、
写
真
花
嫁
の

入
国
の
風
景
を
写
真
に
撮
り
、
そ
れ
を
全
国
に
頒
布
す
る
計
画
ま
で
立
て
て
い
た
（
57
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
、
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
人

に
と
っ
て
奇
異
に
映
る
写
真
花
嫁
は
、
日
本
か
ら
だ
け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
も
多
数
入
国
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
七
月
三
日
の
新
聞
記
事
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
船
の
女
性
の
乗
客
七
〇
〇
名
中

三
九
七
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の
二
三
一
人
が
ト
ル
コ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
写
真
花
嫁
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
58
）

。
こ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
写
真
花
嫁
に
つ
い
て
も
、
そ
の
結
婚
に
至
る
ま
で
の
方
法
に
お
い
て
、
日
本
人
移
民
の
写
真
花
嫁
の
場
合
と
大
き
く

異
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
59
）

。
写
真
花
嫁
が
バ
ル
カ
ン
半
島
諸
国
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
東
欧
諸
国
や
イ
タ
リ
ア
の
出
身
者
た
ち
が

中
心
で
あ
っ
た
原
因
は
、
第
一
次
大
戦
直
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
社
会
的
・
経
済
的
混
乱
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
規
模
な

戦
争
に
よ
り
結
婚
適
齢
の
男
性
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
地
方
の
農
家
で
は
、
経
済
的
混
乱
か
ら
伝
統
的
に
求
め
ら
れ
て
い
た
嫁

入
り
の
際
の
持
参
金
を
用
意
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
60
）

。
ほ
ぼ
同
様
な
写
真
結
婚
で
あ
っ
て
も
、
日
本
人
移
民
の
場
合

は
、
強
烈
な
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
写
真
花
嫁
に
対
し
て
は
、
一
目
ぼ
れ
を
懐
疑
的
に
考
え

る
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
は
、
写
真
で
選
ん
だ
相
手
と
結
婚
す
る
と
い
う
方
法
に
関
し
て
疑
念
を
抱
き
な
が
ら
も
、
概
ね
好
意
的
に
迎

え
入
れ
ら
れ
て
い
た
（
61
）

。
で
は
、
何
故
、
同
じ
写
真
花
嫁
で
あ
っ
て
も
、
日
本
人
に
つ
い
て
は
批
判
を
受
け
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の

花
嫁
は
歓
迎
さ
れ
た
の
か
。
両
者
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

両
者
の
違
い
の
一
つ
は
、
日
本
人
の
写
真
結
婚
は
、
夫
の
不
在
の
ま
ま
手
続
が
行
わ
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
日
本
に
お
い
て
法
的
に
有
効

な
婚
姻
が
成
立
し
て
い
た
夫
婦
お
け
る
「
妻
」
の
呼
び
寄
せ
で
あ
っ
た
が
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
写
真
花
嫁
は
、
ア
メ
リ
カ
に
到

着
し
た
後
に
相
手
方
と
結
婚
式
を
挙
げ
て
妻
と
な
っ
て
い
た
点
に
あ
る
（
62
）

。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
人

の
写
真
花
嫁
も
ア
メ
リ
カ
入
国
後
に
結
婚
式
を
挙
げ
て
い
た
た
め
、
実
質
的
に
差
異
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
人
の
写
真
結

婚
の
み
が
激
し
い
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
決
定
的
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
日
本
人
の
写
真
花
嫁
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
か
ら
入
国
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
者
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
日

本
人
の
写
真
花
嫁
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
と
著
し
く
異
な
る
と
激
し
く
批
判
し
た
排
日
論
者
た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着

三
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し
た
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
写
真
花
嫁
に
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
批
判
の
声
を
潜
め
て
い
た
の
で
あ
る
（
63
）

。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
排
日
論
者
た
ち
が
写
真
結
婚
自
体
に
疑
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
自
ら
の
政
治
的
野
心
を
達
成
す
る
た
め
に
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
排
日
を
掲
げ
、
そ
の
中
で
州
民
に
訴
え
る
の
に
最
も
効

果
的
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
写
真
結
婚
を
取
り
上
げ
て
、
批
判
を
行
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
日
本
が
写
真
結
婚
を
考
案
し
、
日
米
紳
士
協
定
の
「
抜
け
道
」
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た
（
64
）

。
同
協
定
の
成
立

直
後
に
お
い
て
、
確
か
に
、
写
真
結
婚
は
、
事
実
上
の
抜
け
道
と
し
て
か
な
り
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
第
一
次
排
日
土
地
法
の
成
立
を
回
避
す
る
た
め
に
、
一
九
一
三
年
に
日
本
側
は
写
真
花
嫁
に
対
す
る
旅

券
の
発
行
停
止
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
に
よ
っ
て
聞
き
流
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
内
に
お
け
る
写
真
花
嫁
の
数
は
一
九
一
六
年
以
降
、
五
〇
〇
人
前
後
の
比
較
的
少
数
で
推
移
し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
当
時
の
人
口
が

三
五
〇
万
人
弱
で
、
ま
た
直
近
の
一
〇
年
間
に
一
〇
〇
万
人
以
上
の
人
口
の
増
加
が
あ
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
驚
く
に

値
し
な
い
数
字
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
65
）

。

ま
た
、
写
真
花
嫁
と
し
て
渡
っ
た
日
本
人
女
性
が
若
く
て
多
産
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
花
嫁
を
受
け
入
れ
続
け
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
が
日
本
人
の
州
と
な
る
と
批
判
さ
れ
た
（
66
）

。
確
か
に
、
写
真
結
婚
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
入
国
し
た
日
本
人
女
性
は
何
れ
も
若
く
、
同
州

の
全
出
産
率
に
比
較
す
る
と
、
日
本
人
の
出
産
率
は
高
か
っ
た
と
す
る
統
計
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
女
性
ら
が
出
産
時
期
を
終
え

る
と
出
産
率
は
低
下
す
る
た
め
、
一
九
一
七
年
を
ピ
ー
ク
に
低
下
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
し
、
日
本
人
の
出
産
率
が
目
立
っ
て
高

か
っ
た
の
は
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
、
白
人
が
軍
事
召
集
を
受
け
た
結
果
、
白
人
の
出
産
率
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で

あ
っ
た
。
排
日
論
者
た
ち
は
、
こ
う
し
た
事
実
を
伝
え
ず
、
逆
に
数
を
盛
る
な
ど
し
て
日
本
人
は
多
産
で
あ
り
危
険
で
あ
る
と
煽
っ
て
い

三
九
九
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た
の
で
あ
る
（
67
）

。
そ
の
他
に
、
日
本
人
は
同
化
し
な
い
と
い
っ
た
批
判
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
主
張
の
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
よ
う
な
一

つ
の
事
実
を
挙
げ
て
、
日
本
人
全
体
が
非
同
化
で
あ
る
こ
と
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
多
数
の
日
本
人
は
、
自
ら
進
ん
で
米
国
化
に

努
力
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
米
化
運
動
を
最
も
計
画
的
に
実
行
し
て
い
る
外
国
人
は
日
本
人
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
（
68
）

。
写
真
結

婚
に
対
す
る
批
判
の
根
拠
と
し
て
排
日
論
者
た
ち
が
掲
げ
た
も
の
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
十
分
な
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
批
判
は
い
ず
れ
も
十
分
な
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
過
去
の
選
挙
に
お
け
る
経
験
か
ら
、
排
日
運
動
に

集
票
効
果
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い
た
候
補
者
た
ち
は
、
一
九
二
〇
年
の
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
排
日
を

謳
い
、
そ
の
中
で
特
に
州
民
に
最
も
ア
ピ
ー
ル
し
易
か
っ
た
写
真
結
婚
を
取
り
上
げ
て
、
批
判
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
当

選
し
た
候
補
者
た
ち
が
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
、「
排
日
移
民
法
」
の
成
立
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
を
行
い
、
一
九
二
四
年
の
排
日
移

民
法
の
成
立
を
強
力
に
後
押
し
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
し
た
太
平
洋
沿
岸
諸
州
の
連
邦
議
員
と
し

て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
レ
イ
カ
ー
（John E

. R
aker

）
民
主
党
下
院
議
員
、
シ
ョ
ー
ト
リ
ッ
ジ
共
和
党
上
院
議
員
、
フ
リ
ー

（A
rthur M

. F
ree

）
共
和
党
下
院
議
員
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
選
出
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
民
主
党
下
院
議
員
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
写
真
結
婚

が
移
民
法
の
成
立
に
与
え
た
影
響
は
、
直
接
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
太
平
洋
沿
岸
諸
州
の
選
挙
候
補
者
ら
に
格
好
の
選
挙
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
テ
ー
マ
を
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
を
当
選
へ
と
導
き
、
連
邦
議
会
に
お
け
る
排
日
移
民
法
の
成
立
へ
の
原
動
力
と
な
る

機
会
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
、
間
接
的
な
が
ら
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
く
し
て
、
排
日
論
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
真
の
目
的
は
日
本
人
の
排
斥
に
あ
り
、
写
真
花
嫁
は
州
の
選
挙
民
に
訴
え
る
た
め
の
格
好

の
材
料
で
あ
り
、
政
治
的
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
最
適
な
「
手
段
」
と
し
て
選
ば
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
結
局
、
写
真
花
嫁
批
判
は

四
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根
拠
の
な
い
詭
弁
で
あ
り
、「
写
真
花
嫁
」
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
排
日
論
者
ら
は
、
別
の
「
手
段
」
を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
根
拠

に
し
て
排
日
運
動
を
継
続
し
て
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
は
、
日
系
の
新
聞
社
の
通
信
員
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
給
停
止
に
つ
い
て
は
満
足
し
て
い
る
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
土
地
を

白
人
に
戻
す
ま
で
排
日
運
動
を
継
続
す
る
と
明
言
し
て
い
た
（
69
）

。
そ
う
し
た
本
質
を
鋭
く
見
抜
い
て
い
た
モ
ー
リ
ス
駐
日
大
使
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
排
日
運
動
が
日
本
人
に
対
す
る
差
別
（discrim

ination

）
で
あ
り
、
日
本
人
の
プ
ラ
イ
ド
と
感
情
を
深
く
傷
つ

け
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
70
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
は
、
日
本
人
労
働
者
の
排
斥
運
動
の
終
結
と
日
米
関
係
の
改
善
の
た
め

に
、
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
発
給
の
停
止
と
い
う
外
交
的
犠
牲
を
払
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
71
）

、
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
の
成
立
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
る
。

四　

終
わ
り
に

一
八
世
紀
半
ば
以
降
の
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
お
け
る
中
国
人
移
民
問
題
の
経
験
か
ら
、
日
本
人
移
民
に
対
す
る
批
判
が
集
ま

る
こ
と
を
恐
れ
た
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
移
民
の
送
り
出
し
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
慎
重
な
態
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日

露
戦
争
後
の
国
内
の
経
済
的
不
況
か
ら
多
数
の
移
民
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
続
け
た
こ
と
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
に
排
日
運
動

が
激
化
し
た
。
そ
の
中
で
、
選
挙
を
控
え
て
い
た
候
補
者
ら
は
、
州
民
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
排
日
を
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
写
真
花
嫁
は
、
選
挙
民
に
最
も
訴
え
易
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
四
年
の
排
日
移

民
法
の
成
立
の
際
、
そ
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
連
邦
議
員
ら
が
排
日
規
定
を
含
む
移
民
法
案
を
提
出
し
、
そ
の
成
立
に
向
け
て
積
極
的
に

活
動
す
る
な
ど
、
同
法
の
成
立
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
、
排
日
移
民
法
案
は
、
下
院
は
と
も
か
く
、
困
難
と
予
想
さ

四
〇
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
八
四
）

れ
て
い
た
上
院
お
い
て
も
通
過
す
る
に
至
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
写
真
結
婚
は
、
移
民
法
の
成
立
に
間
接
的
に
果
た
し
た
役
割
は
少
な

く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
初
頭
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
に
発
生
し
た
排
日
運
動
、
特
に
写
真
結
婚
に
対
す
る
批
判
は
、

こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
人
種
差
別
的
意
識
を
背
景
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
当
時
の
日
本
政
府
が
正
し
く
認
識
し
て
い

れ
ば
、
排
日
移
民
法
の
成
立
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
写
真
結
婚
の
問
題
は
、
国
境
を
越
え
る

人
の
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
問
題
の
解
決
の
難
し
さ
を
示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
二
四
年
排
日
移
民
法
や
写
真
結
婚
・
写
真
花
嫁
に
関
す
る
資
料
や
文
献
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
も
多
数
あ
る
。
筆
者
に
は
、
ま
だ
未
取
得
の
も
の
が
多
く
あ
る
だ
け
で
な
く
、
取
得
し
た
も
の
の
ま
だ
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
資
料
や

文
献
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
、
研
究
の
途
上
に
あ
る
も
の
を
取
り
敢
え
ず
ま
と
め
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
結
論
が
、
ど
の
程
度
ま
で
正
確
に
史
実
を
反
映
し
て
い
る
か
、
後
世
に
与
え
た
影
響
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
少
し
不
安
は
あ
る
。
今
後
は
、
資
料
や
文
献
の
蒐
集
を
続
け
る
と
と
も
に
、
既
に
取
得
し
手
元
に
あ
る
資
料
や
文
献
を
更
に

深
く
読
み
込
む
こ
と
で
、
こ
う
し
た
不
安
を
解
消
し
、
改
め
て
論
文
と
し
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

（
1
） 

非
常
に
多
く
の
文
献
が
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
を
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
代
表
的
な
邦
語
文
献
と
し
て
、
蓑
原
俊
洋
『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
排
日
運
動
と
日
米
関
係
│
移
民
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
摩
擦
、
一
九
〇
六
〜
一
九
二
一
年
│
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）（
以
下
、『
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
』
と
略
す
）、
同
『
排
日
移
民
法
と
日
米
関
係
│
「
埴
原
書
簡
」
の
真
相
と
そ
の
「
重
大
な
る
結
果
」
│
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

（
以
下
、『
排
日
移
民
法
』
と
略
す
）、
三
谷
太
一
郎
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
│
一
九
一
五
〜
一
九
三
〇
」
細
谷
千
博
編
『
日
米

関
係
通
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
所
収
七
七
頁
以
下
、
有
賀
貞
「
排
日
問
題
と
日
米
関
係
│
『
埴
原
書
簡
』
を
中
心
に
」
入
江

四
〇
二



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
八
五
）

昭
・
有
賀
貞
『
戦
間
期
の
日
本
外
交
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
所
収
六
五
頁
以
下
、
飯
野
正
子
「
米
国
に
お
け
る
排
日
運
動
と

一
九
二
四
年
移
民
法
制
定
過
程
」『
津
田
塾
大
学
紀
要
』
第
一
〇
号
（
一
九
七
八
年
）
一
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の

起
源
と
排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
に
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
日
本
人
移
民
及
び
排
日
移
民
法
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
諸
論
文
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
） 

こ
の
共
同
研
究
は
ま
だ
継
続
中
で
、
筆
者
の
研
究
も
ま
だ
途
上
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
執
筆
す
る
こ
と
に
つ
い
て
躊
躇
し
た
が
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
の
記
念
の
た
め
の
論
集
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
結
果
を
ま
と
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
3
） 

田
中
景
「
女
性
の
市
民
的
役
割
と
『
写
真
結
婚
』
問
題
」『
社
会
科
学
』（
同
志
社
大
学
）
第
七
二
号
（
特
集　

社
会
運
動
・
政
策
決
定
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
国
際
比
較
）（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
九
頁
。

（
4
） 

ア
メ
リ
カ
以
外
に
渡
っ
た
日
本
人
移
民
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ア
ケ
ミ
・
キ
ク
ム
ラ
＝
ヤ
ノ
編
・
小
原
雅
代
他
訳
『
ア
メ
リ
カ
大
陸
日
系
百
科

事
典
│
写
真
と
絵
で
見
る
日
系
人
の
歴
史
│
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
二
三
頁
以
下
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
カ
ナ
ダ
な
ど
に
渡
っ
た
写
真

花
嫁
の
体
験
談
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 

排
日
移
民
法
は
、
そ
の
正
式
名
称
を
一
九
二
四
年
移
民
法
（Im

m
igration A

ct of 1924

）
と
い
い
、
日
本
人
の
み
を
対
象
と
し
た
法
律
で
は

な
い
。
し
か
し
、
後
に
も
見
る
よ
う
に
日
本
人
の
排
斥
が
主
な
狙
い
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
側
で
も
「
排
日
移
民
法
」（Japanese 

E
xclusion

）
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
、
日
本
人
の
主
観
的
な
発
想
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
三
輪
公
忠
「
ま
え
が
き
│
対
等
な
日
米
関
係
の

構
築
に
向
け
て
│
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源
と
排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
ⅱ
頁
。

（
6
） 

本
稿
で
取
り
上
げ
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、
す
べ
てP

roQ
uest H

istorical N
ew
spapers

に
よ
る
検
索
を
通
じ
て

得
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
一
三
頁
。

（
8
） 

ト
ー
マ
ス
・
バ
ー
ク
マ
ン
（
渡
辺
知
訳
）「
一
九
二
四
年
移
民
法
│
ア
メ
リ
カ
進
歩
主
義
の
限
界
│
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源
と

排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
一
五
九
頁
。

（
9
） 

川
原
謙
一
『
ア
メ
リ
カ
移
民
法
│U

nited S
tates Im

m
igration L

aw
s

│
』（
有
斐
閣
出
版
サ
ー
ビ
ス
、
一
九
九
〇
年
）
一
二
〜
一
三
頁
。

四
〇
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
八
六
）

（
10
） T

he Japantow
n T
ask F

orce, Inc., Im
ages of A

m
erican

 S
an

 F
ran

cisco’s Japan
tow

n

（A
rcadia P

ublishing: S
an F

rancisco, 

2005

） p. 7.
（
11
） 
一
八
九
八
年
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ハ
ワ
イ
併
合
当
時
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
人
居
留
者
数
は
六
一
、一
一
一
人
を
数
え
て
い
た
が
、
ア
メ
リ

カ
大
陸
に
お
け
る
日
本
人
移
民
は
、
一
九
〇
〇
年
当
時
は
二
四
、三
二
六
人
で
、
中
国
人
と
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
。
バ
ー
ク
マ
ン
・
前

掲
注（
8
）一
六
二
頁
。

（
12
） 

バ
ー
ク
マ
ン
・
前
掲
注（
8
）一
六
三
頁
。

（
13
） 

兒
玉
正
昭
「
ア
メ
リ
カ
一
九
二
四
年
移
民
法
の
成
立
に
対
す
る
移
民
県
の
動
向
│
福
岡
県
を
中
心
に
│
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源

と
排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。

（
14
） 

市
学
務
局
は
、
一
九
〇
六
年
一
〇
月
に
実
効
的
な
日
本
人
学
童
隔
離
決
議
を
正
式
に
採
択
し
た
が
、
連
邦
政
府
の
介
入
な
ど
も
あ
り
、

一
九
〇
七
年
三
月
、
新
た
な
決
議
の
採
択
に
よ
っ
て
隔
離
は
撤
回
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
経
緯
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
一
頁
以
下
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
六
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
15
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
五
〜
一
六
頁
。
な
お
、
こ
の
連
盟
は
、
そ
の
後
、「
ア
ジ
ア
人
排
斥
同
盟
（A

siatic 

E
xclusion L

eague

）」
に
改
称
す
る
。
こ
の
連
盟
の
会
員
数
は
、
一
九
〇
六
年
に
、
七
八
、五
〇
〇
人
に
も
及
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
バ
ー
ク
マ

ン
・
前
掲
注（
8
）一
六
三
頁
。

（
16
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
頁
。

（
17
） 

兒
玉
・
前
掲
注（
14
）一
二
四
頁
。

（
18
） 

こ
の
協
定
は
一
九
二
四
年
ま
で
維
持
さ
れ
た
が
、
最
初
の
一
五
年
間
で
、
ア
メ
リ
カ
あ
る
い
は
ハ
ワ
イ
に
入
国
し
た
日
本
人
の
総
数
は

一
六
、〇
九
六
人
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
写
真
花
嫁
」
と
し
て
入
国
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
バ
ー
ク
マ
ン
・
前
掲
注（
8
）一
六
四
頁
。

（
19
） 

千
葉
功
『
旧
外
交
の
形
成　

日
本
外
交
一
九
〇
〇
〜
一
九
一
九
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
四
四
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
法
律
の
成
立
過
程

と
そ
の
後
の
日
米
関
係
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
三
五
頁
以
下
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民

法
』
三
八
頁
以
下
が
詳
し
い
。
ま
た
、
第
一
次
排
日
土
地
法
の
成
立
ま
で
の
日
本
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
は
、
鹿
島
守
之

四
〇
四



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
八
七
）

助
『
日
本
外
交
史　

第
一
三
巻
│
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
及
び
移
民
問
題
│
』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
四
年
）
二
五
八
頁
以
下
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
法
律
に
は
、
法
的
な
抜
け
道
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
以
降
、
日
本
人
移
民
は
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
持
つ
自
身
の
子
供
の

名
義
で
土
地
を
購
入
す
る
な
ど
の
方
法
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
六
八
〜
六
九
頁
。

（
20
） 
一
九
一
三
年
四
月
一
五
日
付
牧
野
外
務
大
臣
よ
り
珍
田
駐
米
大
使
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
二
年
第
三
冊
』
六
九
頁
、
一
九
一
三
年
四
月

一
八
日
付
牧
野
外
務
大
臣
よ
り
珍
田
駐
米
大
使
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
二
年
第
三
冊
』
八
一
頁
、
一
九
一
三
年
四
月
二
〇
日
付
珍
田
駐
米
大

使
よ
り
牧
野
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
二
年
第
三
冊
』
九
一
頁
以
下
。

（
21
） 

川
原
・
前
掲
注（
9
）一
四
〜
一
五
頁
。

（
22
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。
フ
ィ
ー
ラ
ン
は
、
元
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
で
あ
り
、
最
も
強
硬
な

排
日
運
動
を
展
開
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
が
、
一
九
〇
〇
年
頃
、
最
初
に
排
日
を
訴
え
た
人
物
で
あ
る
と
し
て
知
ら
れ
る
。T

he Japantow
n 

T
ask F

orce, supra note 10, p. 7. 

ま
た
同
氏
は
、
最
初
に
写
真
花
嫁
に
対
す
る
戦
い
を
始
め
た
人
で
も
あ
っ
た
。T

h
e W

ash
in

gton
 P

ost, 

January 10, 1935. 

こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ラ
ン
が
早
く
か
ら
排
日
的
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
の
親
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
た
め
、
排
英
主
義
の
立

場
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
盟
関
係
に
あ
る
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
軋
轢
を
助
長
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
米
田
實
「
排
日
問
題
再
燃

に
就
い
て
」『
外
交
時
報
』
第
三
〇
巻
二
号
（
一
九
一
九
年
）
一
二
三
〜
一
二
四
頁
。

（
23
） 

一
九
一
九
年
一
二
月
一
〇
日
付
幣
原
駐
米
大
使
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
八
年
第
一
冊
』
一
〇
五
頁
。
一
九
二
〇
年

ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
日
本
人
は
一
一
一
、〇
一
〇
人
を
数
え
た
と
さ
れ
る
。
バ
ー
ク
マ
ン
・
前
掲
注（
8
）一
六
四
〜
一
六
五
頁
。

（
24
） 

第
二
次
排
日
土
地
法
の
成
立
の
経
緯
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
九
一
頁
以
下
及
び
蓑
原
・
前

掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
四
九
頁
以
下
に
詳
し
い
。
ま
た
、
同
法
成
立
ま
で
の
日
本
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
外
交
交
渉
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

鹿
島
・
前
掲
注（
19
）三
五
一
頁
以
下
が
あ
る
。

（
25
） 

川
原
・
前
掲
注（
9
）一
五
〜
一
六
頁
。

（
26
） 

排
日
移
民
法
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
一
三
頁
以
下
が
詳
し
い
。
本
稿
も
排
日
移
民
法
の
成
立
過

四
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
八
八
）

程
と
次
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
主
と
し
て
同
書
を
参
照
し
た
。

（
27
） 

一
九
二
四
年
三
月
二
八
日
付
埴
原
駐
米
大
使
よ
り
松
井
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
十
三
年
』
一
二
六
頁
、
三
月
二
八
日
付
埴
原

駐
米
大
使
よ
り
松
井
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
十
三
年
』
一
二
七
頁
。

（
28
） 
例
え
ば
、
三
谷
・
前
掲
注（
1
）一
〇
二
頁
、
大
畑
篤
四
朗
『
日
本
外
交
史　

日
本
外
交
史
研
究
別
巻
Ⅰ
』（
成
文
堂
、
一
九
八
六
年
）
一
一
六

〜
一
一
七
頁
、
瀬
川
善
信
「
一
九
二
四
年
米
国
移
民
法
と
日
米
外
交
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
日
本
外
交
史
の
諸
問
題
Ⅰ
』（
有
斐
閣
、

一
九
六
三
年
）
所
収
六
三
〜
六
五
頁
。

（
29
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
四
四
〜
一
四
八
頁
、
一
五
一
〜
一
五
二
頁
。
蓑
原
は
ま
た
、「
埴
原
書
簡
」
中
の
「
重
大
な
る
結
果
」

と
い
う
字
句
が
排
日
移
民
法
の
成
立
の
理
由
だ
と
説
明
す
る
通
説
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
む
し
ろ
本
当
の
理
由
は
、
共
和
党
を
中
心
と
す
る
当
時
の

国
内
政
治
事
情
が
深
く
関
与
し
た
も
の
で
、「
埴
原
書
簡
」
は
議
員
た
ち
の
態
度
の
豹
変
を
正
当
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
主
張

す
る
。
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
七
六
頁
以
下
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
六
二
頁
。

（
30
） 

五
百
旗
頭
真
編
『
日
米
関
係
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
五
九
頁
。

（
31
） John B

. T
revor, ”A

n A
nalysis of the A

m
erican Im

m
igration A

ct of 1924,” In
tern

ation
al C

on
ciliation N

o. 202

（1924

）, p. 

390.

（
32
） 

例
え
ば
、『
北
米
日
本
人
会
月
報
』
第
三
号
（
一
九
二
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
市
で
は
、
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
ま
で
の

未
婚
男
子
の
数
六
六
四
名
に
対
し
、
同
年
輩
の
未
婚
女
子
の
数
は
九
九
名
で
、
七
人
強
の
男
子
に
対
し
女
子
一
人
の
割
合
で
あ
っ
た
た
め
、
在
米
の

日
本
人
男
子
に
大
き
な
不
安
を
与
え
た
と
い
う
。
広
島
県
『
広
島
県
移
住
史　

資
料
編
』（
第
一
法
規
、
一
九
九
一
年
）
二
一
〇
頁
。

（
33
） 

本
文
中
の
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
四
年
及
び
後
述
の
一
九
二
五
年
と
二
六
年
の
各
年
の
ア
メ
リ
カ
本
土
に
お
け
る
日
本
人
移
民
数
に
つ
い
て

は
、
キ
ク
ム
ラ
＝
ヤ
ノ
・
前
掲
注（
12
）四
一
一
頁
に
よ
っ
た
。

（
34
） 

こ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
九
月
末
に
行
わ
れ
た
幣
原
駐
米
大
使
と
モ
ー
リ
ス
（R

oland S
. M
orris

）
駐
日
大
使
の
協
議
の
中
で
行
わ
れ
た
モ
ー

リ
ス
大
使
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
日
付
幣
原
駐
米
大
使
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正

九
年
第
一
冊
上
巻
』
二
四
七
頁
。

四
〇
六



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
八
九
）

（
35
） 

末
廣
重
雄
「
日
米
移
民
問
題
の
解
決
如
何
│
交
渉
再
開
説
を
耳
に
し
て
│
」『
外
交
時
報
』
第
三
五
巻
八
号
（
一
九
二
二
年
）
一
二
二
八
頁
。

こ
の
「
観
光
花
嫁
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
末
廣
論
文
に
お
い
て
は
、「
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ド
」（excursion 

bride
）
の
ル
ビ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
用
の
旅
券
で
入
国
し
た
ア
メ
リ
カ
で
知
り
合
い
、
結
婚
を
す
る
形
を
採
っ
た
花
嫁
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ミ
ク
ラ
ッ
チ
ー
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
排
日
運
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
「
輝
か
し
き
西
部
の
息
子
た
ち
」（N

ative S
ons 

of the G
olden W

est

）
の
メ
ン
バ
ー
で
、
一
九
二
〇
年
、
下
院
の
移
民
帰
化
委
員
会
の
公
聴
会
に
お
い
て
、
紳
士
協
定
以
降
の
排
日
の
論
点
と
し

て
、
以
下
を
列
挙
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
①
日
本
人
は
同
化
で
き
ず
、
良
き
ア
メ
リ
カ
市
民
に
も
な
れ
な
い
、
②
日
本
人
は
、
平
和
的
勢
力

浸
透
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
永
久
的
基
礎
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
、
③
ア
メ
リ
カ
人
は
、
経
済
的
競
争
で
も
、
出
生
率
競
争
で
も
日
本
人
に
対
処
で

き
な
い
、
④
直
ち
に
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
、
当
初
は
経
済
的
競
争
力
で
、
後
に
数
の
力
に
よ
っ
て
、
支
配
さ
れ
る
、
⑤
ア
メ
リ
カ
へ

の
移
民
の
決
定
権
を
外
国
（
日
本
）
に
委
ね
る
べ
き
で
な
い
、
⑥
自
己
防
衛
の
必
要
上
、
中
国
人
排
斥
法
と
同
様
の
排
斥
法
を
日
本
人
に
も
適
用
す

べ
き
、
⑦
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。
広
島
県
『
広
島
県
移
住
史　

通
史
編
』（
第
一
法
規
、
一
九
九
三
年
）

二
八
六
〜
二
八
七
頁
。

な
お
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
排
日
運
動
を
盛
ん
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
新
聞
が
州
民
の
反
日
感
情
を
扇
動
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
新
聞
王
と
呼
ば
れ
た
ハ
ー
ス
ト
（W

illiam
 R
. H
eaest

）
が
率
い
る
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
エ
ギ
ザ
ミ
ナ
ー
（S

an
 F

ran
cisco 

E
xam

in
er

）』
や
デ
・
ヤ
ン
グ
（M

ichael H
. D
eY
oung

）
が
所
有
す
る
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
（S

an
 F

ran
cisco 

C
h

ron
icle

）』
が
盛
ん
に
排
日
を
訴
え
る
記
事
を
掲
載
し
、
白
人
労
働
者
の
排
日
感
情
を
一
般
化
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
五
頁
。

（
36
） 

ペ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ー
ト
「
加
州
と
日
本
人
」『
外
交
時
報
』
第
三
四
巻
三
号
（
一
九
二
一
年
）
四
一
六
頁
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
政
府

の
統
計
で
は
、
一
九
〇
八
年
七
月
か
ら
一
九
一
九
年
七
月
に
お
け
る
在
留
日
本
人
数
の
増
加
数
は
一
〇
、九
六
八
人
に
過
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

排
日
論
者
ら
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
の
日
本
人
移
民
者
数
が
一
〇
万
〜
一
五
万
人
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

（
37
） D

avid F
elsen “T

he G
reat W

ave of Im
m
igration from

 1880 to 1920,” in T
hom
as C

ieslik, D
avid F

elsen and A
ki K
alaizidis 

四
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
九
〇
）

ed., Im
m

igration
 – A

 D
ocu

m
en

tary an
d

 R
eferen

ce G
u

id
e 

（G
reenw

ood P
ress: W

estport/C
onnecticut/L

ondon, 2009

） p. 36.
（
38
） 

米
田
・
前
掲
注（
22
）一
二
六
頁
、
広
島
県
・
前
掲
注（
35
）『
通
史
編
』
二
九
〇
頁
。

（
39
） 
長
瀬
鳳
助
・
神
川
彦
松
・
有
川
治
助
・
西
山
重
和
「
欧
米
時
報　

米
国
上
院
議
員
の
排
日
理
由
説
明
」『
外
交
時
報
』
第
三
〇
巻
三
号

（
一
九
一
九
年
）
二
九
九
頁
。
そ
の
他
に
も
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
ら
は
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
復
員
兵
の
就
職
・
帰
農
問
題
の
解
決
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
乗
じ
、
根
本
的
に
日
本
人
を
駆
逐
し
な
け
れ
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
及
び
太
平
洋
沿
岸
諸
の
農
地
は
日
本
人
に
占
領
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
と

主
張
し
て
い
た
。
高
村
經
德
「
新
排
日
法
案
と
其
影
響
」『
外
交
時
報
』
三
二
巻
五
号
（
一
九
二
〇
年
）
四
九
四
頁
。

（
40
） 

ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
二
一
〜
四
二
二
頁
。

（
41
） 

長
谷
川
雄
一
「
排
日
移
民
法
と
満
州
・
ブ
ラ
ジ
ル
│
千
葉
豊
治
と
永
田
稠
の
移
民
論
を
中
心
に
│
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源
と
排

日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
四
八
〜
四
九
頁
。
な
お
、
急
先
鋒
な
排
日
論
者
で
あ
っ
た
フ
ィ
ー
ラ
ン
の
排
日
理
由
を
説
明
し
た
も

の
と
し
て
、
長
瀬
鳳
輔
・
神
川
彦
松
・
有
川
治
助
・
西
山
重
和
「
欧
米
時
報　

米
國
上
院
議
員
の
排
日
理
由
説
明
」『
外
交
時
報
』
第
三
〇
巻
三
号

（
一
九
一
九
年
）
二
九
九
〜
三
〇
〇
頁
が
あ
る
。

（
42
） 

黒
川
勝
利
『
両
大
戦
間
の
ア
メ
リ
カ
西
北
部
日
系
社
会
│
シ
ア
ト
ル
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
労
働
、
生
活
、
市
民
運
動
│
』（
大
学
教
育

出
版
、
二
〇
一
一
年
）
五
〇
〜
五
一
頁
。

（
43
） 

ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
一
八
〜
四
二
〇
頁
。
な
お
、
日
本
人
労
働
者
の
賃
金
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
徐
々
に
解

決
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
黒
川
・
前
掲
注（
41
）五
五
〜
六
六
頁
。

（
44
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
四
頁
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
人
移
民
の
問
題
と
黄
禍
論
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
飯
倉
章

『
黄
禍
論
と
日
本
人
│
欧
米
は
何
を
嘲
笑
し
、
恐
れ
た
の
か
│
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
五
頁
以
下
が
あ
る
。

（
45
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
二
〜
一
四
頁
。

（
46
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
四
二
〜
四
三
頁
。

（
47
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
五
三
〜
五
四
頁
。

（
48
） 

一
九
一
九
年
一
一
月
一
一
日
付
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
付
属
書
（
幣
原
駐
米
大
使
宛
機
密
公
信
）、『
日
本

四
〇
八



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
九
一
）

外
交
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
四
九
頁
、
長
瀬
鳳
輔
・
稻
原
勝
治
・
有
川
治
助
・
石
川
實
「
欧
米
時
報　

米
国
排
日
熾
烈
」『
外
交
時
報
』
第

三
一
巻
二
号
（
一
九
二
〇
年
）
一
六
七
頁
。
フ
ィ
ー
ラ
ン
、
イ
ン
マ
ン
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
三
人
の
政
治
家
た
ち
に
よ
っ
て
排
日
運
動
の
再
燃
の
火

蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
の
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。

（
49
） 
時
報
（
両
米
）「
排
日
連
盟
組
織
運
動
」『
外
交
時
報
』
第
三
二
巻
一
二
号
（
一
九
二
〇
年
）
一
三
四
七
頁
以
下
。
当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ

カ
人
が
日
本
や
日
本
人
に
つ
い
て
無
知
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
神
田
正
雄
「
海
外
特
信　

米
人
の
観
た
る
日
本
」『
外
交
時
報
』
第
二
七
巻

九
号
（
一
九
一
八
年
）
一
一
三
六
頁
以
下
。

（
50
） 

一
九
一
九
年
一
一
月
一
〇
日
付
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
山
領
事
よ
り
内
田
学
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
国
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
四
六
〜
四
七
頁
。

な
お
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
主
要
な
排
日
圧
力
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
一
二
〜
一
二
九
頁

が
詳
し
い
。
ま
た
、
こ
の
当
時
、
排
日
を
謳
わ
な
い
選
挙
戦
で
勝
利
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
例
で

は
あ
る
が
、
黒
川
・
前
掲
注（
42
）一
六
〜
一
八
頁
が
あ
る
。

（
51
） 

広
島
県
・
前
掲
注（
32
）『
資
料
編
』
二
〇
〇
頁
。

（
52
） 

T
h

e W
ash

in
gton

 P
ost, January 5, 1915.

（
53
） 

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
入
国
後
に
結
婚
式
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
五
年
に
あ
る
女
性
が
移
民
局
か
ら
正
式
な
「
妻
」
と
し
て

認
め
ら
れ
ず
、
拘
束
さ
れ
た
た
め
、
日
本
領
事
ら
の
抗
議
の
結
果
、
現
地
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
後
に
入
国
が
許
さ
れ
た
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

る
。
そ
れ
以
降
、
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
た
「
写
真
花
嫁
」
ら
は
現
地
に
お
け
る
結
婚
式
を
経
て
入
国
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
柳
澤
幾
美

「
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
『
写
真
結
婚
』
問
題
│
日
本
政
府
の
対
応
を
中
心
に
」『
金
城
学
院
大
学
論
集　

社
会
科
学
編
』
第
一
巻
第
一
・
二
合
併
号

（
二
〇
〇
五
年
）
一
八
一
頁
。

（
54
） 

一
九
一
七
年
五
月
一
〇
日
付
佐
藤
駐
米
大
使
よ
り
本
野
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書　

大
正
六
年
第
一
冊
』
三
三
〜
三
四
頁
。
な
お
、
そ

も
そ
も
一
九
一
七
年
移
民
法
改
正
の
際
の
文
盲
テ
ス
ト
の
導
入
の
意
図
が
、
ア
ジ
ア
人
の
排
斥
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、N

ew
 York T

im
es, 

F
ebruary 23, 1916.

（
55
） 

T
h

e W
ash

in
gton

 P
ost, January 10, 1935. 

こ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
の
記
事
は
、
一
九
三
五
年
に
国
務
省
に
よ
り
公
開
さ
れ
た
ア

四
〇
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
九
二
）

メ
リ
カ
外
交
文
書
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
56
） 

N
ew

 York T
im

es, July 22, 1922. 

な
お
、
写
真
花
嫁
へ
の
反
対
論
を
最
初
に
唱
え
た
の
も
、
や
は
り
フ
ィ
ー
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

一
九
〇
八
年
の
紳
士
協
定
以
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
住
む
日
本
人
労
働
者
の
子
供
の
妻
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
よ
う
と
す
る
者
に
反
対
す
る
こ
と

を
宣
言
し
て
い
た
。T

h
e W

ash
in

gton
 P

ost, January 10, 1935.

（
57
） 

一
九
一
九
年
一
〇
月
五
日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
外
交
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
六
八
頁
。

（
58
） 

N
ew

 York T
im

es, July 3, 1922. 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
記
事
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
同
様
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
多
数
の
写
真
花
嫁
の
到
着

を
伝
え
る
記
事
（T

h
e W

ash
in

gton
 P

ost, M
arch 6, 1921

）
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
写
真
花
嫁
に
結
婚
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
多
数
発
行
し
た
こ
と
を

伝
え
る
記
事
（N

ew
 York T

im
es, S

eptem
ber 6, 1922

）
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
当
数
の
写
真
花
嫁
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
ア
メ
リ
カ

に
入
国
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

（
59
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
写
真
花
嫁
の
場
合
は
、
先
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
独
身
の
男
性
が
、
写
真
を
同
封
の
上
、
生
ま
れ
故
郷
の
家
族
や
親

族
な
ど
に
手
紙
を
送
り
、
縁
談
を
依
頼
す
る
。
依
頼
を
受
け
た
者
は
、
候
補
者
を
選
び
、
写
真
と
身
上
書
を
送
る
。
花
婿
候
補
が
そ
れ
を
気
に
入
っ

た
ら
、
彼
は
渡
航
費
を
花
嫁
候
補
の
元
に
送
る
。
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
花
嫁
候
補
は
手
紙
と
写
真
を
送
っ
た
後
に
、
花
婿
候
補
に
会
う
た
め
に
ア
メ

リ
カ
に
渡
航
す
る
の
で
あ
る
。H
elen B

ullitt L
ow
ry; “H

ere C
om
es the P

icture B
ride,” in  N

ew
 York T

im
es, M

arch 13, 1921.

（
60
） Ibid.

（
61
） 

T
h

e W
ash

in
gton

 P
ost, M

arch 6, 1921

は
、
ト
ル
コ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
三
〇
〇
人
の
写
真
花
嫁
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
際
の
記
事
で
、
花
婿
ら
の
歓
迎
ぶ
り
を
好
意
的
に
伝
え
て
い
る
。

（
62
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
写
真
花
嫁
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
に
あ
る
エ
リ
ス
島
（E

llis Island

）
に
到
着
し
た
後
、
社
会
福
祉
機
関
職
員
に
よ
り

市
庁
舎
と
教
会
に
案
内
さ
れ
、
結
婚
す
る
ま
で
エ
ス
コ
ー
ト
を
受
け
て
い
た
。L

ow
ry, supra note 59.

（
63
） 

N
ew

 York T
im

es, July 22, 1922

は
、
読
者
の
投
稿
で
、
日
本
人
に
よ
る
写
真
結
婚
に
対
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
も
の
と
は
全
く

異
質
の
異
教
徒
の
制
度
で
あ
る
と
強
く
批
判
し
て
い
た
者
た
ち
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
写
真
結
婚
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
こ

と
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
一
〇



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
九
三
）

（
64
） 

一
九
一
九
年
一
一
月
一
一
日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
外
交
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
五
〇
頁
。

（
65
） 

日
本
人
の
写
真
花
嫁
は
、
一
九
一
二
年
八
七
九
人
、
一
九
一
三
年
六
二
五
人
、
一
九
一
四
年
七
六
八
人
、
一
九
一
五
年
八
二
三
人
、
一
九
一
六

年
四
八
六
人
、
一
九
一
七
年
五
〇
四
人
、
一
九
一
八
年
五
〇
二
人
、
一
九
一
九
年
八
月
ま
で
三
七
九
人
を
数
え
て
い
た
。
一
九
一
九
年
一
一
月
一
七

日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
外
交
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
七
五
頁
。
但
し
、
こ
の
数
字
が
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
全
体
の
も
の
か
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
か
ら
入
国
し
た
写
真
花
嫁
の
数
か
に
つ
い
て
は
、
資
料
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
人
口
統
計
に
つ
い
て
は
、
ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
一
五
〜
四
一
六
頁
に
よ
っ
た
。

（
66
） 

例
え
ば
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ビ
ー
紙
の
ミ
ク
ラ
ッ
チ
ー
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
演
説
で
、
日
本
人
の
繁
殖
力
は
強
大
で
、
現
在
の
繁
殖
率
が
続

け
ば
一
〇
〇
年
以
内
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
日
本
人
の
数
が
白
人
の
数
を
凌
駕
す
る
と
述
べ
、
聴
衆
の
感
動
を
得
て
い
た
。
時
報
「
布
哇
に
排
日

鼓
吹
」『
外
交
時
報
』
第
三
四
巻
一
〇
号
（
一
九
二
一
年
）
一
三
九
五
頁
。

（
67
） 

ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
一
六
〜
四
一
八
頁
。

（
68
） 

ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
一
八
〜
四
二
〇
頁
。

（
69
） 

一
九
二
〇
年
三
月
八
日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書　

大
正
九
年
第
一
冊
上
巻
』
二
三
〜

二
四
頁
。

（
70
） 

T
h

e W
ash

in
gton

 P
ost, January 10, 1935.

（
71
） Ibid.

※　

本
稿
は
、
日
本
大
学
平
成
二
五
年
度
学
術
研
究
助
成
金
（
総
合
研
究
）
の
援
助
を
得
て
行
っ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
関
係
の
皆
様
方
に
謝
意

を
表
し
た
い
。

四
一
一
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